
 協働によるまちづくりワークショップ（三里地区）まとめ ◎ワークショップのまとめ（発表） ～三里地区に「大切なこと」は？～

　○表　　題：三里地区の将来に備えることをみんなで考えよう!!
　○日　　時：平成28年11月6日（日）9：30～12：00
　○場　　所：三里支館　集会室
　○参  加 者：三里住民　45人、市民団体　2人、その他　1人　　計　48人
　○ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：㈱アダプト　ネクスト　熊野　たまみ　さん
　○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの方法：4～5人をひと班として、12班に分かれワールドカフェ方式で実施。

・近所の人を誘う

・情報発信をする ・防災マップの再度作成

・交通手段が手薄になる ・近所の方の連絡の確保

・三里防災マップの作成

・防災訓練の実施 ・イベント参加 ・震災時の避難場所、食品の供給

・近所の仲間作り ・自分,家族の健康管理 ・空家への人の誘致 ・空家対策の行政支援

・趣味の継続 ・シルバー人材確保

・健康面の強化

・住みやすい環境づくり

・山道掃除参加者の減少

・人への気配り ・畑作り等 ・健康診断を受ける ・家の中に閉じこもらない

・話し合いの場の確保 ・近所付き合いを十分にする

・できる限り長く働く

・田舎の行事を少なくする ・災害時連絡網の整備

・金の貯蓄 ・宅地を確保

・コンビニ

・健康管理（自己） ・牛尾山の整備 ・駐車場の整備 ・山林整備

・体力の衰え ・農業従事者を増やす ・六次産業の開発

・自然体験のための場所整備

・独居世帯の見守り・声掛け

・住宅対策の強化

・買物難民へ福祉車にて対応

・地域との協力体制

・生産人口増やす

・子どもが遊べる公園

・企業誘致

・適度な運動 ・移動店舗の充実

・トイレの設置 ・高齢者への買物支援 ・働き場所の確保

・病院を作る ・総合住宅を作る ・移動スーパー ・買物店の確保

・農振除外(宅地化) ・安定した働く場の確保

・小学校の存続！

・企業誘致

◎ワークショップ 　～10年後の備えとして何が必要？～

・地域外との交流人
口の増加

・同居世帯に対する
優遇策を！

・周囲とのコミュニ
ケーションを十分に
とる

・若い人が住んでく
れるようにする

・集落のお祭りなど
を復活させて集落の
まとまりを作る

・共同作業（助け合
い）

・巡回バスのサービ
スを細やかに！

・一人暮らしの家へ
の定期的見守り

・空き家の活用（高齢者サロ
ン・認知症カフェ、学習塾）

・三里ならではの産
業を発展させる

・コミュニティの場
を増やす

・地区行事を減らし
負担を軽くし、住み
やすくする

・買物ができるコン
ビニ等の整備

・全地域での路線バ
スの運行

・５次産業（農業）
の確保

・災害時の仮設トイ
レ等の準備

◎感想

・レジャーのための
資金管理

・地域とのつながり
の強化

・子どもの独立
（夫婦二人暮らしの
始まり）

・地域ボランティア
活動の募集

・ひとりになった時
の土地管理と生活不
安

・人に迷惑を掛けな
いようにする。

・自然を活用した加
工工場

分野  つながり  産業  防災  交通    

・年代の違う方との話し合いは初めてでしたが、各グループの問題点は同じでした。（40歳代・女性） 

・みなさん、三里地区のことを大切に考えておられると感じました。私も、私なりに三里の行事に関わっていきたいと思います。（60歳代・女性） 

・地域づくり、若者との交流など重要な問題を問題とせず、解決することの重要性の手掛かりになると思いました。（50歳代・男性） 

・三里の現実を見つめ、今、我々が出来ること、真剣に議論できたと思う。年齢が60歳過ぎた住民に10年後の生活は想像できない。（60歳代・男性） 

・みんなで三里の事を考えた事は楽しいです。（30歳代・男性） 

・助け合い、みんなで行動・実践。自分でできることは、自分でやろう。コミュニティ、インフラの再生、三里小学校を核として活性推進。（70歳以上・男性） 

・若い世代（10代～40代）の参加があれば、また違った内容になりそうですね。（40歳代・男性） 

・子育て世代の参加を増やす仕組みを！（40歳代・男性） 

１班 
・まじめにこつこつと

健康に注意し、三里の

為に長生きする。 

・子どもが都会に出て

行かなくてよい場所に

したい。 

・親を大切にする子ど

も・孫を育てる。 

ひとり 

簡単 

難しい 

みんな 

２班 ３班 
・近所とのコミュニ

ケーションを取る様に

努める。（イザという

ときの為に） 

・地域の伝統行事を引

継ぐ若い人を育てる。 

・将来の高齢者の交通

手段を考える。 

４班 ５班 
・空き家が増える。→

高齢者サロンにする。 

 

・高齢によりいろんな

参加者が減る。→時間

と回数を減らす!! 

６班 
・三里小学校を残す。 

 

・人口を増す。 

 

・空家活用。 

 

・農地の宅地化。 

７班 
・人口の増加（20代

～40代） 

・住宅対策（空家の利

用 他地域より流入） 

・働き場所の確保 

・高齢者に対する買物

対策 

・移動スーパー 

８班 ９班 
・三里の景観を守る。

（山・田んぼ） 

 

・自然災害から守る。 

１０班 

１１班 
・出た人が戻ってきた

い地域づくり。 

 

・三里の自然を残す。 

 

・グループの枠を超え

た話し合い。 

１２班 
・住宅地の造成。 

 

・若い人に住んでもら

う。 

 

・交通手段、送迎の確

保。（買い物・通院

等） 

・宅地の確保（農振除外） 

・巡回バスの順路を再考

（交通手段の確保） 

・共同作業（祭）などを隣

接集落と連携して行う。 

・三里ならではの産業を生

かす。（梅祭り等） 

 

・農振除外を何とか実行し、

集合住宅地を確保したい。 

・｢牛尾梅林｣の知名度を上

げ地位の活性化を図る。 

・高齢者が安心して暮らせ

る地域づくり⇒地域がまと

まる。 

・小学校の存続！ 

 

・三里地区にアパートを建て

る。 

・10年後を見据えた場合、若

い世代の参加を促す様な場を

設ける。 

・梅まつりを三里地区のイベ

ントとして大々的に行い、活

性化の継続を図り、三里地区

のアピールを行う。 

・地域の事は皆で助け合って 

・豊かな自然を活かした５次

産業（農業）の創出。 

・高齢者が楽しく生きがいを

感じる場所（施設等）の確保。 

・若者が三里に住みたいと思

うような住環境づくり。 


